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長さが ，３，５である棒を使って三角形をつくりたい。x
問題番号 問い のとり得る値の範囲を求めなさい。x

１３ 正解 ２＜ ＜８x

誤 答 例 つ ま ず き 原 因 分析と解消

１ 無解答 三角形の成立条件を理解していない。 ３２ページ
【１３－１】

２ ０＜ ＜８ 三角形の成立条件の理解が不十分である。 ３４ページx
【１３－２】

３ ０＜ 「辺の長さは正」と考えて解答した。 ３４ページx
【１３－２】

４ ２≦ ≦８ 三角形の成立条件を ３４ページx
（ と の差）≦ ≦（ と の和）と間違え 【１３－３】ｂ ｃ ｂ ｃa
た。

正解の解説
３つの棒の長さを ， ， とするとき，a ｂ ｃ
三角形ができる条件は （ と の差）＜ ＜（ と の和）であるから，， ｂ ｃ ｂ ｃa

（５－３）＜ ＜５＋３ より ２＜ ＜８x x

ｂ ｃ ｂ ｃここで（ｂとｃの差）とは， － の絶対値 －
すなわち， ≧ のときは － を， ＜ のときは － を考えることとする。ｂ ｃ ｂ ｃ ｂ ｃ ｃ ｂ

練習 ３つの線分の長さが次のようなとき，三角形ができないものをすべて選びなさ
い。
① １，５，７ ② ３，６，８
③ １，９，９ ④ １，２，３

12 13⑤ ５， ，

解答 ①と④
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誤答例１のつまずきの分析【 】１３－１
三角形ができるための辺の長さの条件を理解していないため，無解答であると思われ

ます。

つまずきの解消
３つの数が与えられたとき，ある条件を満たしていれば，それらを３辺の長さとする

三角形をつくることができます。その条件について，問題１３を通して考えてみましょ
う。

例えば， ＝４とすると，３辺の長さが３，４，５となり，この三角形を次のようにx
かくことができます （定規とコンパスを用いてかきます ）。 。

△ＡＢＣの作図のしかた（図１）
（ＡＣ＝３，ＢＣ＝４，ＡＢ＝５とします ）。
まず，ＡＢ＝５の線分を引き，点Ａ，Ｂを中心に，半径が

３，４の円をそれぞれかきます。このとき，２つの円の交点
を点Ｃとすれば，図１のように△ＡＢＣがかけます。
注：点Ｃは辺ＡＢの下側にもできます。

同様にして，ＡＣ＝３，ＢＣ＝ ，ＡＢ＝５である三角形を作図し，三角形ができるx
ための の条件について考えてみます。x

図２のように，まず，ＡＢ＝５の線分を引き，点Ａを中心に半径３の円をかきます。
次に円上に点Ｃをとり，点Ａと結べば長さ３の辺ＡＣがかけます。また，この点Ｃと点
Ｂを結べば，辺ＢＣとなり，この長さが となります。x
このとき，矢印の向きに円上の点Ｃを動かしていくと， はしだいに小さくなっていx

きますが，三角形ができているときは， は２より大きいはずです （２以下になるとx 。
三角形はできません ）ここで，２は，２辺の差５－３として求まる値です。。

また，図３で矢印の向きに円上の点Ｃを動かしていくと， は大きくなっていきますx
が，三角形ができているときは， は８より小さいはずです （８以上になると三角形x 。
はできません ）ここで，８は，２辺の和５＋３として求まる値です。。

したがって，長さが ，３，５の３つの線分で三角形ができる条件は， の大きさがx x
次の範囲のときです。
（５－３）＜ ＜（５＋３） すなわち，２＜ ＜８x x
２辺の差 ２辺の和

ＢＣの長さ が ＢＣの長さ がx x
短くなっていきます。 長くなっていきます。
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○ 一般に，三角形ができる条件は次のようにまとめることができます。
三角形ができる条件
３つの数 ， ， についてa ｂ ｃ
（ と の差）＜ ＜（ と の和） ･･･（☆） が成り立つとき，ｂ ｃ ｂ ｃa
３辺の長さが ， ， の三角形をかくことができる。a ｂ ｃ

注：ここで（ と の差）とは， － の絶対値 － ，つまり，ｂ ｃ ｂ ｃ ｂ ｃ
≧ のときは － を， ＜ のときは － を考えることとする。ｂ ｃ ｂ ｃ ｂ ｃ ｃ ｂ

○ この三角形ができる条件式（☆）を使って，練習問題の解説をします。
（ア）３辺の長さが１，５，７である三角形はできない。

理由：条件式（☆）にあてはめると （５と７の差）＜１＜（５と７の和）･･･( )， 1
， ， ，( )は書き換えると ２＜１＜ であるが 線の方の不等式は成り立たないので1 12

三角形はできない。

この条件式を使うときは，どの線分の長さを不等式の真ん中に書いても判定するこ
とができます。よって，次のように説明することもできます。

５を真ん中に書いた場合
（１と７の差）＜５＜（１と７の和）･･･( ) ⇔６＜５＜８2

線は成り立たないので，三角形はできない。

７を真ん中に書いた場合
（１と５の差）＜７＜（１と５の和）･･･( ) ⇔４＜７＜６3

線は成り立たないので，三角形はできない。

条件式( )，( )，( )は，すべてを調べる必要はありません。この中のどれか１つ1 2 3
， ， ，「 」，を調べて 成り立つのか あるいは成り立たないのかを調べれば 三角形ができる

「三角形ができない」の判定ができます。

（イ）３辺の長さが３，６，８である三角形はできる。
理由：３を真ん中に書いて，条件式（☆）にあてはめると，

14（６と８の差）＜３＜（６と８の和）⇔ ２＜３＜
この不等式は成り立つので，三角形はできる。
注：６や８を真ん中にかいても，条件式（☆）の不等式は成り立ちます。

（ ） ， 。○ 参考 三角形の辺の長さについては 次の３つの不等式を利用することもあります
三角形の辺の長さについて
３辺の長さを ， ， とするとき，a ｂ ｃ
＜ ＋ かつ ＜ ＋ かつ ＜ ＋ ･･･（＊） が成り立つ。a a aｂ ｃ ｂ ｃ ｃ ｂ
･･････「三角形のどの辺の長さも，他の２辺の和より小さい」

条件式（＊）を三角形ができる条件式として利用すると，問題１３の解答は次のよう
になります。

三角形ができるためには，
＜３＋５･･･①x
３＜ ＋５･･･②x
５＜ ＋３･･･③ が成り立てばよい。x

x x x①より， ＜８ ②より，－２＜ ③より，２＜
したがって， ２＜ ＜８x
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誤答例２，３のつまずきの分析【 】１３－２
三角形ができるためには 「辺の長さは正である」ことが必要です （これは”必要， 。
” 。） ， （ ）条件 ということです このことには注意できていますが 三角形ができる条件式 ☆

（これは”必要十分条件”になります ）の理解が不十分であるため，誤答になったと。
思われます。

つまずきの解消
○ 三角形ができる条件式（☆）は次の枠内のように書き換えることができます。これを
十分理解し，活用できるようにしておくとよいと思います。

三角形の辺の長さについて
「１辺の長さは，他の２辺の長さの和よりも小さく，差よりも大きい」
が成り立つ

「他の２辺の長さの和より小さい」だけでなく，もう一方の条件「他の２辺の長さの
差より大きい」を忘れないようにしましょう。つまずきの解消【１３－１】に，この条
件が成り立たなければ三角形ができないことについて説明してあります。

誤答例４のつまずきの分析【 】１３－３
三角形ができる条件の不等号について，＜と≦を間違って覚えていたため，誤答にな

ったと思われます。

つまずきの解消
○ あいまいに理解している公式や定理を使って解答した場合は，自分の求めた解が本当
に正しいかどうかを振り返って検証することが大切です。このような態度を身に付ける
ことがつまずきをなくすことにつながります。図をかいて， ＝２や ＝８では三角形x x
ができないことを確かめてみましょう。


